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質
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字
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率
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般
会
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ど
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赤
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額
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合
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指
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結
実
質
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率
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て
の
会
計
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赤
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額
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割
合
を
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・
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債
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率
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般
会
計
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ど
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負

担
す
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入
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額
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ど
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示
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・
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担
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…
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般
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ど
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担
す
べ
き
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入
金
な
ど
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高
の
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営
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不
足
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赤
字
額
）の
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合
を
示
す
指
標

公共下水道事業
－（２０．００）

農業集落排水事業
－（２０．００）
病 院 事 業
－（２０．００）
水 道 事 業
－（２０．００）
渡 船 事 業
－（２０．００）

実質赤字比率

－（１１．５５）

連結実質赤字比率

－（１６．５５）

実質公債費比率

２．５ （２５．０）

将来負担比率

５．7 （３５０．０）

※
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、

赤
字
額
が
な
い
た
め「
－
」と
表
示
。

（  ）
の
値

は
、
市
の
早
期
健
全
化
基
準
で
す
。

※
資
金
不
足
額
が
な
い
た
め「
－
」と
表
示
。

（  ）

の
値
は
、
経
営
健
全
化
基
準
で
す
。
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積
立
金（
財
政
調
整
基
金
な
ど
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高
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推
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財
政
力
指
数

標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に

必
要
な
財
源
を
、
ど
れ
だ
け
自
力
で
調
達
で

き
る
か
を
示
す
指
標
。
１
を
超
え
て
い
れ
ば

財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

年度 単 年 度
（３か年平均）

２５年度 ０．９６（０．９５）

２６年度 ０．９９（０．９６）

２7年度 ０．９９（０．９８）

２８年度 ０．９7（０．９８）

２９年度 ０．９８（０．９８）

市に入ったお金は５５９億３,２8３万円（一般会計）

歳入
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77億
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68億
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70億
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70億

28

76億

０

２９年度末時点で財政調
整基金（約６６億）など１０
基金を設置しています。

　健全化判断比率、
公営企業会計資金不
足比率では、全ての
指標が健全化への取
り組みが必要となる
基準（早期健全化基
準、経営健全化基準）
を下回っているため、
財政状況は健全であ
るといえます。

解　説

歳入

市税
３０３億7,３０8万円

（５4．３％）

１47億３５０万円
固定資産税

１０９億９,０１１万円
個人市民税

自主財源
６６．2％

依存財源
３３．8％

地方交付税
２９億7,4９２万円（５．３％）

地方消費税交付金
３１億２,２4２万円（５．６％）

県支出金
３8億8,78５万円（7．０％）

国庫支出金
５６億7９３万円（１０．０％）

繰越金
２０億５,4２２万円（３．7％）

その他

４億５,００4万円（０．８％）
（財産収入・寄附金・繰入金）

使用料・手数料
７億7,０２９万円（１．4％）

分担金・負担金
８億２,１8２万円（１．５％）

諸収入
２５億２,５００万円（4．５％）

その他
１５億５,１６６万円（２．7％）

（地方譲与税など）

市債
１7億９,３６０万円（３．２％）

４億５,５８９万円
軽自動車税・入湯税

１4億９,7２５万円
法人市民税

１６億９,２８５万円
都市計画税

１０億３,３4８万円
市たばこ税

（％）（％）
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会 計 名
特 別 会 計 企 業 会 計

国民健康保険 公共下水道事業 農業集落
排水事業 介護保険 後期高齢者医療 佐久島診

療所事業 病院事業 水道事業 渡船事業

歳 入 １９０億7,7３６万円 4５億２,５4０万円 ５億６,３4０万円 １１０億１,３１１万円 １９億4,５4５万円 4,９０7万円 収益的収入 　
８０億　１６９万円

収益的収入 　
３4億８,９7９万円

収益的収入 　
１億９,１９５万円

歳 出 １77億８,５９９万円 44億５,８８８万円 ５億２,4５９万円 １０６億６,９74万円 １９億３,５7９万円 ３,６５２万円 収益的支出 　
８7億５,８６7万円

収益的支出 　
２９億２,３7２万円

収益的支出 　
１億６,77８万円

一般会計から
の繰入額  １０億　８74万円 １６億８,０３３万円 ３億３,３１８万円  １５億８,５4６万円 ３億２,２１８万円   4００万円 １９億５,６３３万円       １4３万円        ５7万円

市が使ったお金は５３６億５,３３９万円（一般会計）

歳出

特別会計と企業会計

西尾市民１人当たりに置き換えると…
民生費
福祉や子育て支援など １１万4,９６２円

教育費
学校教育や社会教育など ４万　５０８円

衛生費
健康づくりやごみ処理など ３万６,7２６円

総務費
一般事務や税の徴収など ３万4,7１９円

土木費
道路整備やまちづくりなど ２万９,２２7円

公債費
市の借金を返す費用 ２万１,47０円

農林水産業費
農林水産業の振興など １万１,３１１円

消防費
消防や救急活動など １万１,１３３円

商工費
商工業や観光の振興など ９,7０２円

議会費・労働費他
市議会の運営など ２,３６4円

※３０年３月３１日現在の人口１7万１,８９９人で計算

市民１人当たりの残高
・貯金額（積立金）……４万4,９4６円
・借金額（市債）………１8万６,３６２円

市民１人当たりの使い道
・合計……３１万２,１２２円
・内訳……右表のとおり

歳出

農林水産業費
１９億4,4３６万円（３．６％）

民生費
１９7億６,１９０万円
（３６．８％）土木費

５０億２,4０4万円
（９．３％）

教育費
６９億６,３３２万円
（１３．０％）

衛生費
６３億１,３１３万円
（１１．８％）

総務費
５９億６,8１8万円
（１１．１％）

公債費
３６億９,０６２万円
（６．９％）

消防費
１９億１,３６９万円（３．６％）

商工費
１６億６,777万円（３．１％）

議会費・労働費他
４億６３8万円（０．８％）

・介護施設等整備事業…………１億８,５６１万円
・特別支援学校設立準備事業…３億８,９９4万円
・市民病院事業会計繰出事業…１９億５,６３３万円
・防災行政無線更新事業………１億１,３５６万円
・寺津漁港海岸地震対策事業………９,９６０万円
・産地パワーアップ事業………１億８,６６０万円
・消防車両整備事業…………………６,５２０万円
・工場等建設促進事業…………７億８,１５１万円

2９年度の主な事業
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